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吉岡 正博, 村上 

裕美 , 谷口  美

玲, 岡野 高之, 

山田 崇弘, 小杉 

眞司 

先天性難聴の一例 遺伝学的検査結
果開示時の印象的な語りの紹介。  

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 
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近藤 知大, 山田 

崇弘 , 吉岡 正

博, 西垣 昌和 , 

山本 佳宏, 金井 

雅史, 武藤 学, 

小杉 眞司 

がん遺伝子パネル検査での二次的所
見疑い症例における生殖細胞系列の
確認検査実施の促進要因と阻害要
因。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

小林 明理, 山田 

崇弘 , 本田 明

夏, 鳥嶋 雅子, 

村上 裕美, 西垣 

昌和 , 近藤 知

大, 吉岡 正博, 

金井 雅史, 武藤 

学, 小杉 眞司 

がん遺伝子パネル検査実施後、二次
的所見について遺伝カウンセリング
を行った7家系9症例。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

山内  建 , 川崎 

秀徳, 山田 崇弘

, 洪本 加奈, 鳥

嶋  雅子 , 友滝 

清一, 谷 洋彦, 

近藤 英治, 河井 

昌彦, 小杉 眞司 

羊水染色体G分染法で不均衡型と診
断されていた均衡型転座の1例 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

洪本 加奈, 山田 

崇弘, 小杉 眞司 

新生児マススクリーニングで見つか
った遺伝性疾患をもつ子の親が次の
挙児検討時に考える要素の質的探索
的研究。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

島田 咲, 山田 

崇弘, 小杉 眞司 

ゲノム解析における二次的所見の開
示に影響する要素の文献調査。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 



厚生労働科学研究費補助金(政策科学総合研究事業) 
総括研究報告書 

 

20 
 

土屋 実央, 山田 

崇弘 , 赤石  理

奈, 井本 逸勢 , 

梅村 啓史, 清水 

健司, 浜之上 は

るか, 平沢 晃 , 

吉田 晶子, 吉橋 

博史 , 四元  淳

子, 渡邉 淳, 小

杉 眞司 

ゲノム医療における二次的所見の取
り扱いに関する実態調査 遺伝医療
専門家を対象とした質問票調査より
倫理問題検討委員会報告。」 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

横田 恵梨, 鳥嶋 

雅子 , 本田  明

夏, 小杉 眞司 

遺伝性腫瘍のクライエントへのフォ
ローアップに対する認定遺伝カウン
セラーの経験と考え。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

幅野 愛理, 松川 

愛未, 太宰 牧

子, 小杉 眞司。 

リスク低減卵管卵巣摘出術と性生活
への思い HBOC女性とパートナーを
対象とした質的探索的研究。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

小杉眞司  がん遺伝子パネル検査における開示
対象のGermline所見とその取り扱
い。 

第13回遺伝カウンセリ
ングアドバンストセミ
ナー  

2020年7月23日 

高折恭一、鳥嶋雅

子、小杉眞司 

家族性膵癌登録制度の現状と将来。 第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020年8月22日 

松川愛未 、幅野

愛理  、 太宰牧

子 、小杉眞司   

BRCA1/2キャリア女性とパートナー
を対象とした質問紙調査 - RRSOの
性生活への影響。 

第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020年8月22日 

小杉眞司 がんゲノム医療における二次的所見
への対応。 

第27回日本遺伝子診療
学会大会 

2020年9月11日 

小杉眞司 がんゲノム医療と遺伝医療の連携。 第46回京都医学会シン
ポジウム 

2020年9月27日 
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小杉眞司 Proposal concerning the informat
ion transmission process in geno
mic medicine Part 1: Focusing o
n comprehensive tumor genomic pr
ofiling analysis. 

第79回日本癌学会学術
集会。 

2020年10月3日。 

小杉眞司 ゲノム医療における情報伝達プロセ
スに関する提言。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

佐々木佑菜、山田

崇弘、田中司朗、

関沢明彦、廣瀬達

子、佐村修、鈴森

信宏、三浦清徳、

澤井英明、平原史

樹、室月淳、亀井

良政、小杉眞司、

佐合治彦、 NIPT 

コンソーシアム。  

単一検査所による無侵襲的出生前遺
伝学的検査（NIPT）の精度解析。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

洪本加奈、山田崇

弘、西垣昌和、小

杉眞司 

新生児マススクリーニングで見つか
った遺伝性疾患をもつ子の親の生殖
意思決定の複雑さと支援。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

下山京子、四本由

郁、三成善光、山

田崇弘、小杉眞司

、玉置知子。 

BRCA コンパニオン診断によりBRCA1
  inconclusive と判断された症例
への対応の問題点。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

小澤瑳依子、川崎

秀徳、三島清香、

中溝聡、坂本昭

夫、三宅正裕、馬

場志郎、尾野亘、

坂本和久、湊谷謙

司、鳥嶋雅子、村

上裕美、山田崇弘

、和田敬仁、小杉

眞司 

京大病院マルファンユニット開設後
の遺伝性結合組織疾患に対する遺伝
カウンセリングの現況と課題。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 
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三宅秀彦、小杉眞

司、櫻井晃洋、川

目裕、松尾真理、

佐々木元子、由良

敬、高島響子、李

怡然、松川愛未 

病診療施設における難病遺伝カウン
セリングの提供体制の現状調査。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

島田咲、 山田崇

弘、小杉眞司 

ゲノム解析における二次的所見の開
示希望に影響する要素の文献レビュ
ー：肯定・否定的に働く要素に着目し
て。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

小林明理、山田崇

弘、吉岡正博、近

藤知大、金井雅

史、木下一郎、青

木洋子、織田克

利、植木有紗、森

川真紀、佐藤友

紀、小川昌宣、東

川智美、武藤学、

平沢晃、小杉眞司 

保険収載されたがん遺伝子パネル検
査における実施状況と, 生殖細胞系
列バリアントへの対応状況に関する
現状調査と課題提起。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

小杉眞司 ゲノム検査と倫理。 第50回日本腎臓学会西
部学術大会 

2020年10月16日 

小杉眞司 がんゲノム医療と遺伝医療の連携。 第6回日本産科婦人科
遺伝診療学会 

2020年12月9日 

小杉眞司 ゲノム検査と倫理。 第82回耳鼻咽喉科臨床
学会 

2020年12月25日 

井本逸勢 がんゲノム医療の現況―がん遺伝子
パネル検査と遺伝性腫瘍診療― 

第44回日本遺伝カウ
ンセリング学会学術集
会 

2020.7.3 

井本逸勢 がんゲノムプロファイリング検査に
おけるGermline findings 

第44回日本遺伝カウ
ンセリング学会学術集
会 

2020.7.5 

井本逸勢 生殖細胞系列多遺伝子パネル検査の
結果開示にどうコミットするか 

日本人類遺伝学会第6
5回大会 

2020.11.18-12.8
（Web開催） 

児玉聡 COVID-19と医療資源の配分: 倫理学
の立場から 

第48回日本集中治療
医学会学術集会 

2021年2月14日 

児玉聡 ウイルスゲノム解析を用いた疫学研
究の倫理とガバナンス 

2020年度第4回「ヒト
ゲノム研究倫理を考え
る会」 

2020年12月24日 
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児玉聡 COVID-19と生命倫理 第42回日本呼吸療法
医学会学術集会

2020年12月21日 

櫻井晃洋 これまでの遺伝性腫瘍，これからの
遺伝性腫瘍 

第109回日本病理学会
総会 

2020.7.1. 

櫻井晃洋 がん診療における遺伝医療の新たな
展開 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術総会

2020.7.3. 

櫻井晃洋 ゲノム医療と遺伝医療 日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.19. 

Shigeyasu K, Te
raishi F, Futag
awa M, Kagawa 
S, Hirasawa A, 
Fujiwara T. 

Preoperative surveillance is ess
ential for Lynch syndrome patien
ts. 

The CGA Annual Mee
ting. 

2020.11.14 

平沢 晃 がんゲノム医療の実地診療における
課題 

第41回日本臨床薬理学
会学術集会 

2020.12.3 

平沢 晃 がん遺伝子パネル検査と産科婦人科
遺伝診療 

第6回日本産科婦人科
遺伝診療学会学術講演
会

2020.12.13 

十川麗美,河内麻
里子,二川摩周,
加藤芙美乃,蓮岡
佳代子 ,浦川優
作,坂井美佳,山
本英喜 ,遠西大
輔,冨田秀太,平
沢 晃. 

がんゲノム医療外来で遺伝性腫瘍が
疑われた症例に関する課題と検討. 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

二川摩周,浦川優
作,十川麗美,加
藤芙美乃,坂井美
佳,河内麻里子,
山本英喜,冨田秀
太,平沢 晃. 

FoundationOne CDxから病的意義不
明として検出されるバリアントに対
する病的意義の再検討 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

阿部紘大,植木有
紗,浦川優作,北
郷実,吉浜智子,
南木佳子,北川雄
光,青木大輔,小
崎健次郎,平沢 
晃. 

BRCA1/2, PALB2, ATM病的バリアン
ト保持者における膵病変とそのサー
ベイランス.

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 
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小林明理, 山田
崇弘, 吉岡正博,
 近藤知大, 金井
雅史, 木下一郎,
 青木洋子, 織田
克利,植木有紗, 
森川真紀, 佐藤
友紀, 小川昌宣,
 東川智美, 武藤
学, 平沢 晃, 小
杉眞司. 

保険収載されたがん遺伝子パネル検
査における実施状況と, 生殖細胞系
列バリアントへの対応状況に関する
現状調査と課題提起 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

甲畑宏子, 長神
風二, 武藤香織,
 飯田香緒里, 秦
 健一郎, 田中敏
博, 丸山英二, 
平沢 晃, 信國宇
洋, 相澤弥生, 
長谷川冬雪, 宮
原麗子, 竹本 
暁, 川澄みゆり,
 木村恵子, 吉田
雅幸. 

国内バイオバンクに関する利活用ハ
ンドブックの作成を通じたゲノム研
究開発活性化の試み. 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

大塚勇輝, 西村
義人, 原田洸, 
岡浩介, 長谷川
功, 小川弘子, 
三好智子, 花山
宜久, 枝園忠彦,
 平沢 晃, 大塚
文男. 

血清ALP異常高値から発見されたMEN
1異所性副甲状腺機能亢進症の1例. 

第30回臨床内分泌代謝
Update 

2020.11.13-14 

平沢 晃 Cancer precision medicine and ge
rmline variants in gynecologic t
umors  

第58回日本癌治療学会
学術集会 

2020.10.22-24 

植木有紗, 三須
久美子, 中村康
平, 長妻晶子, 
四十物絵理子, 
今井美穂, 林 秀
行, 持田かおり,
 藤倉知花, 谷嶋
成樹, 平沢 晃, 
菅野康吉, 西原
広史. 

がん遺伝子パネル検査におけるgerm
line findingsの頻度と遺伝学的診
療への導入. 

第58回日本癌治療学会
学術集会 

2020.10.22-24 

平沢 晃 耳鼻咽喉科の新規医療 がんゲノム
医療 

第121回日本耳鼻咽喉
科学会学術講演会 

2020.10.6-7 

平沢 晃 ゲノム医療の現状と課題-がんゲノ
ム医療と生殖細胞系列バリアントに
対する対応 

第28回日本乳癌学会学
術総会 

2020.10.9 
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宮本理史, 奥田
浩人,武田達明,
難波志穂子,黒田
 智,平沢 晃 ,千
堂年昭, 四方賢
一. 

がんゲノム医療におけるCRCの取り
組みと役割. 

第20回CRCと臨床試験
のあり方を考える会議 

2020.10.3-4 

山本 英喜, 久保
寿夫, 冨田秀太,
 遠西大輔, 豊岡
伸一, 平沢 晃. 

がん遺伝子パネル検査によるがん個
別化医療と遺伝性腫瘍への実効果 

第79回日本癌学会学術
総会 

2020.10.1-3 

阿部紘大, 植木
有紗, 浦川優作,
 北郷 実, 吉浜
智子, 南木佳子,
 北川雄光, 青木
大輔, 小崎健次
郎, 平沢 晃. 

PALB2および NBNの病的バリアント
を認めた家族生膵癌家系の一例. 

第79回日本癌学会学術
総会 

2020.10.1-3 

山本利枝, 西阪 
隆, 服部 結, 土
井美帆子, 篠崎
勝則, 石川暢久,
 山本英喜, 平沢
 晃, 原 鐵 晃, 
板本敏行. 

がん遺伝子パネル検査によって検出
された正常多型が推定される MUTYH
 スプライシングバリアント. 

第79回日本癌学会学術
総会 

2020.10.1-3 

河内麻里子,山本
英喜,坂井美佳,
梶原友記子,笹原
麻子,十川麗美,
二川摩周,浦川 
優作,岩本高行,
枝園忠彦,平 成
人,土井原 博義,
平沢 晃. 

がん遺伝子パネル検査を施行した乳
癌症例のGermline findingsに関す
る検討. 

 

 

第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020.8.21-31 

山本英喜, 河内
麻里子, 十川麗
美, 二川摩周, 
浦川優作, 井上
博文, 遠西大輔,
 久保寿夫, 中田
英二, 田端雅弘,
 亀田雅博, 黒住
和彦, 柳井広之,
 嶋田 明, 平沢 
晃. 

AYA世代発症の肉腫・希少がんに対す
るがん遺伝子プロファイリング検査
の意義. 

第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020.8.21-31 
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